
必修 選択 自由 教授 准教授 講師 助教 助手

大学教育と社会 1 2 1

大学と自己形成 1 1 ★

聖書と世界 1 2 1

キリスト教と世界 2 2 ★

生の理解と死の理解 1･2 2 ★

現代人と宗教 2 2

文学の巨匠 1･2 2

心理学の巨匠 1･2 2

予防医学と生命科学 1･2 2 ★

技術革新のいま 1･2 2

身体活動 1～2 1 1

身体への気づき 2 1 ★

自己の発見I 1 4 1

自己の発見II 1 1

文章表現法 1･2 4

プレゼンテーション 2 2 ★

人権の思想史 2・3 2

人権の制度 2・3 2

人権の教育 2・3 2 1

偏見と相互理解 2・3 2 ★

ジェンダーと教育 2・3 2

国際政治とジェンダー 2・3 2 ★

開発とジェンダー 2・3 2

ジェンダーと文学 2・3 2

Ａｒａｂｉｃ Ⅰ 1・2・3 2

ＡｒａｂｉｃⅡ 2・3・4 2

Chinese I 1・2・3 2

Chinese II 2・3・4 2

French I 1・2・3 2

French II 2・3・4 2

German I 1・2・3 2

German II 2・3・4 2

Korean I 1・2・3 2

Korean II 2・3・4 2

Russian I 1・2・3 2

Russian II 2・3・4 2

Spanish I 1・2・3 2

Spanish II 2・3・4 2

Swahili I 1・2・3 2 ★

Swahili II 2・3・4 2 ★

（１）　授業科目表
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平成17年4月より兼任講師
が担当⑱
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専任教員配置

２　授業科目の概要

＜国際･英語学部国際･英語学科＞

社会学の巨匠
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必修 選択 自由 教授 准教授 講師 助教 助手

専任教員配置 備考
授業科目の名称

配当
年次

単位数又は
時間数

情報の理解と活用 1 2 1

社会調査法 2 2

統計分析 2・3 2

Phonetics 1 6 ★

Grammar 1 4 ★

Academic Writing 2・3 2 ★

Academic Listening I 1･2 2

Academic Listening II 2・3 2

Academic Vocabulary I 1･2 2 1

Academic Vocabulary II 2・3 2 ★

Debate I 2・3 2

Debate II 3・4 2

Oral Interpretation 2・3 2

Computer-Assisted Composition 1･2 2

Computer-Assisted Speed Reading 1･2 2

Reading Practicum 2・3 2

Speech Communication 2・3 2

Interpreting 2・3 2 ★

Translation 2・3 2

Topic Writing 1 6 ★

Topic Reading 1 6 ★

Topic Discussion 1 3 1

Ｓｕｐｅｒｖｉｓｅｄ Ｒｅａｄｉｎｇ & ResearchⅠ 2 4 1

Ｓｕｐｅｒｖｉｓｅｄ Ｒｅａｄｉｎｇ & ResearchⅡ 2 4 1

Study of Current World Events 2 4 ★

英
語
基
礎
群

英
語
展
開
群

平成16年12月　教員審査
済　　判定　可

ｶﾘｷｭﾗﾑの充実を図るため
平成17年度から科目を追
加⑰

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾈｯﾄﾜｰｸ基礎 1 1 ★

調
査
研
究
群

共
通
専
門
教
育
科
目

専
門
教
育
科
目
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必修 選択 自由 教授 准教授 講師 助教 助手

専任教員配置 備考
授業科目の名称

配当
年次

単位数又は
時間数

サラワクの先住民族 2・3 2

2・3

3

アジアの都市化とスラム 2・3 2

グローバリゼーションと水 2・3 2

バナナと公正貿易 2・3 2

太平洋の非核化と独立 2・3 2

日本のアジア政策 2・3 2

日本の国際協力 2・3 2

Approach to World Refugee Issues
(難民の現代史)

3・4 4

International Public Policy
（国際公共政策）

3・4 4

Transcending Conflict
（紛争転換法）

3・4 4 1

Multi-cultural Education
(多文化教育)

3・4 4 1

Education for Development
(自立のための教育方法)

3・4 4

NGO /NO Management
（非営利団体の運営）

3・4 4

Vegetarianism, Life and the Ecosystem
（菜食・生命・環境）

3・4 4 1

3 ４

4

Field Work
（フィールドワーク）

3・4 2 ★

Graduation Project
（卒業研究）

4 6 ★

経営入門 2・3 2 ★

経済入門 2・3 2 　　　　　　

ファイナンス 2・3 2 ★

マーケティング 2・3 2 1

広報戦略 2・3 2 ★

変わりゆく世界経済 2・3 2

経営に関する法律 2・3 2

グローバルビジネス 2・3 2 ★

Strategic Management
（戦略経営）

3・4 4 ★

Supply Chain Management
（サプライチェーンマネジメント）

3・4 4 1

Human Resource Management
（人材養成マネジメント）

3・4 4 1

Intellectual Property
（知的財産権）

3・4 4

Female Leadership Initiative
（女性の経営参画）

3・4 4

Global Marketing
（グローバルマーケティング）

3・4 4 1

International Accounting & Taxation
（税務会計）

3・4 4 ★

Risk Management & Insurance
（リスクマネジメントと保険）

3・4 4

International Transaction Laws
（国際取引法）

3・4 4

Internship
（インターンシップ）

3・4 4 ★

Graduation Project
（卒業研究）

4 6 ★

2教育協力の実際

教育効果を考慮し配当年
次を変更⑱

Labor Problem and Human Rights Issues
in Asia
(アジアの労働問題と人権)

4 1

国
際
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
展
開
群

平成17年度から教育効果
を考慮し開講年次を変更
⑰
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際
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群

国
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必修 選択 自由 教授 准教授 講師 助教 助手

専任教員配置 備考
授業科目の名称

配当
年次

単位数又は
時間数

英語学 2・3 2

語用論 2・3 2

英語教育改革論 2・3 2 ★

言語と権力 2・3 2 1

言語と社会 2・3 2

異文化コミュニケーション論 2・3 2 ★

Teaching English as a Foreign Language
（英語教授法） 3・4

4 1

Studies in Language Testing
（言語テスト法）

3・4 4 1

Curriculum Design
（カリキュラムデザイン）

3・4 4 ★

Teaching of English Phonetics
（音声指導法）

3・4 4 1

Bilingual Education
（バイリンガル教育）

3・4 4 ★

Teaching English for Children
（児童英語教授法）

3・4 4

Comparative Culture Studies
（比較文化研究）

3・4 4 ★

Studies in English-Japanese Expressions
（日英表現研究）

3・4 4

Business of Interpreting
（通訳の世界）

3・4 4 ★

Business of Translation
（翻訳の世界）

3・4 4

 Studies in English Interpreting in
Business
（実務英語通訳法）

3・4 4 1

 Studies in Court Interpreting
（法廷通訳法）

3・4 4

Translation　as Professions
（実践翻訳法）

3・4 4

Field Work
（フィールドワーク）

3・4 2 ★

Graduation Project
（卒業研究）

4 6 ★
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（２） 授業科目数 

 

     認 可 時 の 計 画          
 

    変 更 状 況          
 

  必 修 
 

 選 択 
 

 自 由 
 

  計 
 

 必 修 
 

 選 択 
 

 自 由 
 

  計 

 

 

備           考 

 

18科目 
 

103科目 
 

 0科目 
 

121 科目 
 

19科目 

 

［ +1 ］

 

103科目 

 

［   ］

 

 0科目 

 

［  ］

 

 122科目

 

［ +1 ］

 

 

 

（３） 未開講科目 該当する科目はありません。  

 

番号 
 

  授 業 科 目 名       
 

単 位 数 
 

配当年次     
 

必修・選択

 

未 開 講 の 理 由 ， 代 替 措 置 の 有 無                  
 

  １ 
     

 

 ２ 
     

 

 ３ 

     

 

（４） 廃止科目  該当する科目はありません。 

 

番号 
 

  授 業 科 目 名       
 

単 位 数 
 

配当年次     
 

必修・選択

 

廃 止 の 理 由 ， 代 替 措 置 の 有 無                  
 

  １ 
     

 

 ２ 
     

 

 ３ 
     

 

（５） 授業科目を未開講，廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」 

 
 

 

（６） 「認可時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合 

 

未開講科目と廃止科目の計 
 

0 

認可時の計画の授業科目数の計 
＝ 

121 
＝ 

 

0 

 

 




